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日本語・ハンガリー語辞書作成の現状と課題 
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１．背景 

 ハンガリーでは 1920 年代から高等教育機関での日本語講座が始まった。その後、第二次世

界大戦末期に日本との国交は断絶状態となり日本語教育も中断されたが、1959 年の国交再開以

降日本語教育も再開された。そして 1980 年代後半には日本語講座を置く高等教育機関も増え

始め、初等・中等教育機関での日本語教育もスタートした。1989 年の社会体制転換後は首都ブ

ダペスト市に国際交流基金事務所（現ブダペスト日本文化センター）が置かれ、青年海外協力

隊が入ったことで日本語教育を行う機関そして学習者数も急増した。この流れを受け 1995 年

には日本語が中等教育機関の卒業試験の科目にも加えられた。21 世紀に入りハンガリーの

OECD や EU 加盟に伴い青年海外協力隊は撤退したが、日本のサブカルチャー人気もあって、

現在でもハンガリーでは日本語教育機関数・学習者数とも緩やかながら増加を続けている（国

際交流基金 2013 年のデータによるとハンガリー国内の日本語学習者数は 1554 名となってい

る。） 

 一方、日本語・ハンガリー語の辞書は存在はするものの、ハンガリーにおける日本語学習者

の助けにはなっていない。日本で出版された本格的な日本語・ハンガリー語の辞書としては、

日本におけるハンガリー学の先駆者である今岡十一朗による『ハンガリー語辞典』がある。同

辞典は 1973 年に出版され、その後、今岡の長女の尽力により 2001 年に改訂新版も出されてい

る。しかし収録されている語彙は古くハンガリーからの入手も難しい状況にある（amazon.co.jp

によると 2014 年末現在、新品で４万 2000 円、古書で２万円台後半）。この他にも語彙集では

なく「辞典」と名が付けられているものとしては工学博士であった久保義光による『ハンガリ

ー語小事典』（1980 年出版、新装版 1997 年出版）、ハンガリー金融庁調査部副部長であるパッ

プ・イシュトバーンが一橋大学留学時代に発行した『ハンガリー語・日本語 日本語・ハンガ

リー語経済用語辞典』（2000 年出版）がある。しかしいずれも中身は語彙集レベルのものであ

り現在は絶版状態となっている。ハンガリーで出版されている日本語・ハンガリー語の辞典と

しては VARGA István による『日本語ハンガリー語辞典』がある。しかし、同辞典は表記や翻

訳に間違が多い。改定を重ねこれらの問題は修正されつつあるものの、辞書として利用できる

レベルにはない。 

 このような状況の中、ハンガリーでは日本語・ハンガリー語辞典の編纂・出版を望む声が強

くなっていった。 

 

２．日・ハン辞典作成 

２．１ 辞典編纂に向けての動き 

この流れを受ける形で 1999 年にハンガリーの日本語学・日本語教育学の専門家が中心とな
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って日本語・ハンガリー語大辞典（以下「辞典」とする）作成に向けた準備チームが発足した。

そして編纂準備（編纂用 PC や英語・ハンガリー語の辞書購入などの初期投資）や編纂に必要

な資金（人件費）に関しても糠沢和夫・ハンガリー特命全権大使（当時）、国際交流基金、更

にはハンガリー教育省より支援していただくことが決定した。同年 12 月には編纂メンバーを

決定し見出し語選定や執筆の方法などについて会議が重ねられた。そして 2000 年５月より見

出し語の執筆が開始された。なお、編纂メンバーは以下の10名で構成された。 

 

表表表表１１１１：：：：辞典辞典辞典辞典編纂編纂編纂編纂メンバーメンバーメンバーメンバー 

・見出し語執筆者（５名） 

・日本語の調整+日本語校正（１名） 

・日本語校正補助（１名） 

・ハンガリー語校正（２名） 

・執筆用フォーマット管理者（１名） 

 

見出し語の執筆者は、日本学・日本語学の専門家のうち、過去に語彙集や漢字辞典の編纂に

携わった者で構成された。そして、このうちの１名が編集長として全体の指揮を執ることとな

った。ハンガリー語の校正にはハンガリー語辞典編纂・執筆経験者が入った。 

 

２．２ 辞典の特徴 

辞典は日本語学習者のみではなく日本学研究者の使用にも耐えるものが目指された。当時は

国立国語研究所等のコーパスもなかったため、見出し語の選定は基本的に既存の和英、国語辞

典を参考に行われた。そこにハンガリーの日本学・日本語学習の状況を考慮して語彙を加え、

インターネットでの使用状況を確認し最終的な見出し語を決定した。当初は３万語の見出し語

数を予定していたが、これらの選定手続きの結果、最終的には４万 675 語の見出し語数となっ

た。 

 

表表表表２２２２：：：：見出見出見出見出しししし語語語語のののの選定手順選定手順選定手順選定手順 

１．既存の和英・国語辞典（例えば『例解新国語辞典』第五版など）を参考に選定 

２．ハンガリーの日本学・日本語教育を考慮した語彙の追加 

 ・『日本語を学ぶ人の辞典』（遠藤織枝編）からの語彙の選定 

 （日本語学習者の視点を取り入れるため） 

 ・「政治」「経済」「産業」「文化」「社会」「工業」「自然科学」などの専門用語の追加 

 （ハンガリーと日本の架け橋的人材育成へのサポート） 

 ・文学用語、俳句季語の追加 

（大学院で日本語、日本文化、日本文学を学ぶ人へのサポート） 

 

見出し語の配列については、国語辞典に従って 50 音順とした。アルファベット順という案
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もあった。しかしハンガリー語表記を利用するのか（例えばヘボン式では「や」は[ya]となる

が、ハンガリー語では[ja]となる。）ローマ字表記を利用するのか、ローマ字を使う場合はどの

つづり方を採用するのかなど表記の面で問題が多く、更に辞典の対象は日本語初心者ではない

だろうとの判断より見送られた。 

一方、見出し語の表記については以下の項目を設定した。 

 

表表表表３３３３：：：：見出見出見出見出しししし語語語語のののの表記項目表記項目表記項目表記項目 

①見出し語（仮名） 

②見出し語（漢字） 

③品詞 

④専門用語 

⑤意味（基本的意味、比喩的意味、特にレアーリアの 

場合の説明、訳付例文、ことわざ） 

⑥漢字熟語、表現、例文 

 

このうち③の品詞に関しては編纂開始当時は日本語で品詞を表したが、2009 年の編集会議で

ハンガリー語に変更することとなった。この際ハンガリー語で対応できない品詞名は新たに言

葉を作ることとした（例えば連体詞を「fınévmódosító szó（名詞修飾詞）」とするなど）。また、

熟語を見出し語として扱わない場合は、熟語に含まれる漢字訓読みの見出し語にその熟語を入

れることとした。⑤の「意味の分類」はアラビア数字で行い、基本的に「基本的意味→比喩的

意味」「名詞→形容動詞→サ変動詞」などの順番で執筆した。ただし実際の語彙使用状況に合

わせてこの順番が変更される場合もあった。例文は既存の辞書その他の文献を参考にハンガリ

ーの日本語学習者・日本学研究者向けに編集長が考え、それを日本語の調整担当者がチェック

する形で加えられた。執筆者はこれらの情報を元に執筆用フォーマット管理者によるフォーマ

ットに情報を記入していった。 

 

 

図図図図１１１１：：：：執筆用執筆用執筆用執筆用フォーマットフォーマットフォーマットフォーマットにににに記入記入記入記入されたされたされたされた情報情報情報情報（（（（2006年当時年当時年当時年当時）））） 
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また辞典には文法規則などの付録もつけられた。 

 

表表表表４４４４：：：：辞典辞典辞典辞典のののの付録付録付録付録 

①文法規則 ②標準語と方言 

③音便規則 ④アクセント 

⑤文字  ⑥活用 

⑦コミュニケーションストラテジー 

 

３．出版の遅れ 

辞典はプロジェクトスタート当時 2005 年出版を目指していた。しかし 2014 年末の時点でも

出版には至っていない。この遅れの原因を挙げると以下の通りとなる。 

 

１）執筆段階での問題 

 見出し語選定には専門用語が含まれたが、専門用語のカテゴリー化とカテゴリーごとの見出

し語数のバランス調整に手間取った。執筆開始以降も執筆者同士の話し合いが重ねられたが決

着がつかず、最終的には日本語調整役がこれを担当することとなった。また例文中に使用され

る漢字の扱いについては日本語調整役がチェックしたが、量が膨大な上、判断に迷うものもあ

り相当の時間がかかった。執筆・校正が終わった見出し語は編集長が最終的なチェックを行っ

た。しかしこの作業量も膨大なものであり、編集長がこの作業だけに専念することが難しい状

況もあって、これだけで４年という時間が必要となった。 

 

２）執筆後の問題 

 編集長のチェックが終わり執筆・校正が終了した後も、辞書の割付段階で大きな問題が発生

した。辞典出版には編纂メンバーの他に、辞書学の専門家であり、辞書割付の実績があり、そ

して日本語や日本学に精通している、あるいは日本語や日本学に精通した人物と蜜な関係が取

れる割付専門家が必要であった。編集長が辞書編纂関係者などを通じて探した結果、これに該

当する人物が１名見つかった。そこで同専門家に割付を任せることとなった。しかし同専門家

は本業である科学アカデミーの辞書割付業務（当時）で忙しく辞典用の割付ソフト作成作業が

難航した。2012 年の夏、ようやく割付の第一版が完成した。この第一般を編纂メンバーが見直

したところ特に構造面で多くの修正が必要であることが明らかになった。このため必要部分を

修正し、再度割付を行うことになった。 

修正作業は以下の①～④の手順で行われた。 

 

表表表表５５５５．．．．修正作業手順修正作業手順修正作業手順修正作業手順 

①割付担当者が執筆者用テンプレートを XML に変換しサンプルを PDF 化 

②編集長が細かいところまでチェック。 

③議論が必要な部分を編纂委員で話し合い修正 
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④修正案を元に割付 

 

しかし割付には以下のような技術的問題があり、問題解決に多くの時間を要する事態が生

じた。 

 

表表表表６６６６．．．．割付割付割付割付でででで発生発生発生発生したしたしたした技術的技術的技術的技術的なななな問題点問題点問題点問題点（（（（例例例例）））） 

辞典では、サ変動詞となりえる見出し語の場合、テンプレートにはそれぞれの意味の説

明部分に慣用表現としてサ変動詞の意味と用例を加えた。例えば「運転」には「vezetés」

「befektetés」という２つの意味がある。従って、それぞれの意味の説明・用例の後に、サ

変動詞の意味と用例を加えた。しかし、割付をすると見出し語の意味・用例と、サ変動詞

の意味・用例が独立したものとなってしまった。 

図図図図２２２２：：：：見出見出見出見出しししし語構造語構造語構造語構造のののの問題問題問題問題（（（（ササササ変動詞変動詞変動詞変動詞がががが各意味各意味各意味各意味ごとでごとでごとでごとではなくはなくはなくはなく独立項目独立項目独立項目独立項目となっているとなっているとなっているとなっている）））） 

 

ここに割付担当者の多忙という問題も重なり 2014 年末段階でもこの作業は終了していな

い。この問題を解決するため編集長を中心に他の割付専門家を再度探す動きも出てきた。しか

し辞書学の専門家として辞書編纂に貢献でき、更に日本学・日本語に理解のある他の辞書割付

の専門家を見つけることはできなかった。辞典は割付第一版完成に合わせ１部印刷され、闘病

中である糠沢和夫・元ハンガリー特命全権大使のもとに届けることができた。しかし最終版の

印刷・出版に関しては割付専門家の仕事の行方を見守る状態となっている。 

 

 

図図図図２２２２：：：：割付第一版割付第一版割付第一版割付第一版からからからから辞書辞書辞書辞書のののの形形形形にしたものにしたものにしたものにしたもの 
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４．問われる辞典存在の意義 

辞典は割付の問題を抱えたままプロジェクト開始より 15 年経っても出版できていない。こ

の 15 年の間に学習者が利用する辞書も紙の辞書から、電子辞典、インターネットの辞書サイ

トや辞書ソフト、あるいはタブレットやスマートフォンの辞書アプリへと移ってきた。現在オ

ンライン辞書としてハンガリー人が無料で利用できるものには、DictZone、 Lingea、Tamino、

Glosbe 等がある。このうち語彙数や例文が最も充実しているものは Glosbe であり、見出し語も

2014 年末現在で４万 5000 語以上ある。Glosbe で紹介される例文翻訳には誤訳も含まれるが多

言語例文集サイト Tatoeba が翻訳したものは正確であり、Glosbe と Tatoeba を組み合わせれば学

習者辞書としてはかなり充実したものとして利用が可能となる。Glosbe も Tatoeba も世界中に

住むサイト登録者が新たな見出し語や例文を追加・修正し続けている。従って今後、見出し語

や例文の数も増え、精度も増し、学習者用辞書としてますます充実したものになると思われる。

辞典の見出し語執筆当時も CD 版、オンライン版での出版の話があった。しかし違法コピーを

恐れ紙版発行を優先することとなった。Glosbe や Tatoeba の編集方法を見る限り現段階で辞典

の CD 版やオンライン版を発行してもオンライン辞書の見出し語・例文編集に利用される可能

性は高い。ただ辞典が今後も出版できない状況が続けば、日本学研究者はともかく日本語学習

者のニーズからはますます離れたものとなっていってしまう可能性がある。 

 

５．辞典編纂プロジェクトからの提言 

辞典編纂の経験より、今後同様のプロジェクトがスムースに行われるための提言を２点した

い。１点目は、定期的にアップデートされた見出し語及び例文のデータベースと見出し語の選

定作業を軽減させるようなシステムを構築することである。見出し語の品詞や見出し語を使っ

た熟語や語彙、例文などが入ったデータベースがあれば、それらを新たに選定したりチェック

する必要がなくなる。また、辞書に掲載する見出し語数や網羅する専門分野、使用漢字レベル

などの条件を選択することにより見出し語の枠組みがある程度決められるシステムがあれば

目的に合わせた見出し語の選定作業が楽になる。この２つをクリアすることで、編纂チームは

早い段階から見出し語の翻訳作業に集中できることとなる。２つ目は、打ち込み用テンプレー

トから辞書割付ができるようなソフトを開発することである。このソフトがあることによって

適当な割付専門家がいない地域でも辞書の出版が可能となろう。 
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